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臨床評価

次世代ワクチン戦略研究（継続）次世代ワクチン戦略研究（継続）

これまでのワクチン
予防接種禍、暗い、リスキー

アルツハイマー等の疾患の予防・治療

がん等の疾患の予防・治療

新たな成人・高齢者感染症の予防

新型インフルエンザへの挑戦

21世紀の予防医療を支える期待

注射以外のワクチン（経鼻・経皮）

もっとよく効くワクチン（DNAワクチン他）

新しいターゲット

新しいコンセプト

世界のワクチン需要は向う10年で現在の２倍以上

大学、国立研究機関に眠る
ワクチン・シーズ

抗原・添加剤

新しい生産・製剤化技術
（効率的培養法、抗原タンパク製造法その他）

進んでいない実用化

（ワクチン産業ビジョン）
今、強化すべき実用化研究課題

山西特別研究班（H18年度）

新規参入のない産業界

新たなワクチン産業の担い手の育成
（バイオ・ベンチャー、参入大手）

現状

このままでは、日本は世界の競争に乗り遅れる。

共同研究の場

新たな研究事業新たな研究事業

エフェクター選別性の抗がん免疫アジュバントの開発

分子シャペロン複合型ヒトがんワクチン開発

新興・再興感染症に対するヒトM細胞標的型粘膜ワクチン開発

平成20年度採択課題

 
 

 

 

• 薬剤の毒性発現に関連する細胞・組織の遺伝子
等トランスクリプトームの解析

• 基盤研等機関と企業コンソーシアムの共同研究
• 対象臓器を拡張、人への外挿性の解析
• トキシコゲノムデータベースの活用

• 病態関連の生体由来のバイオマーカーの探索
• ＮＣ等と企業間個々のテーマ毎の共同研究
• 探索・質量分析の共同施設を利用
• プロテオームデータベースの活用
• 他省関連施設の利用等による共同研究を推進

創薬バイオマーカー探索研究（組替え）の目標創薬バイオマーカー探索研究（組替え）の目標
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レギュラトリーサイエンス基盤データ
毒性バイオマーカー・メタボロミクス解析

たんぱく分野（有効性）

創薬の薬効評価・安全性評
価のマーカ－として利用

トランスクリプトーム分野（安全性）

タンパク質バリデーション
（臨床評価、修飾・糖鎖解析・抗体作成）

新たに、

新たに、

既存予算の拡充

組替え新規予算

マーカーのアカデミッ
クな臨床研究推進

各企業治験等

各企業、各ＮＣ施設等

創薬シーズの探索、医薬品の評価の迅速化のための探索
データ作成を目指した研究を推進する。(2008～2012年) 系統的な創薬戦略への活用

期間：５年

期間：５年

 

 


